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1．はじめに 
近年，日本は少子化が進んでいる．2019 年度の出生数は 86 万 5,239 人で，合計特殊出生
率は 1.36 である 1）．少子化ではあるが，保育所等を利用する児童の数は 2020 年 4 月時点で
274 万人となっており，前年より 5 万 8 千人増加している 2）．1，2 歳児では，2012 年は保
育所等の利用率が 33.0%であったのが，2020 年には保育所等利用率が 50.4%と大幅に利用
が伸びている．2020 年の待機児童数に関しても 3 歳未満児が全体の 87.1%を占めており，




このような社会状況を背景として，平成 29 年 3 月に告示され，平成 30 年 4 月より適用





















とあり，従来の「乳児保育（演習 2 単位）」から，「乳児保育 I（講義 2 単位）」「乳児保育 II





表 1 「乳児を保育する上で必要だと感じる知識や技術」調査記述内容のグルーピング 









































































































本学地域こども学科 2019 年度 1 年生 66 名の後期授業「乳児保育 II（演習 1 単位）」を受
講している学生に対し 2020 年 1 月注 3）に，質問紙を配布した．設問は，乳児を保育する上






































































































































































注 1）乳児とは，1 歳未満児児童福祉法第 4 条第 1 項では「生後 1 年未満の者」と定義され
ている 9）． 
注 2）一般的には出生から満 1 歳に達するまでの 0 歳児をさすが，保育所保育において「乳
児保育」というと，0 歳～3 歳未満児を対象にして呼ぶことがほとんどであるため，本稿
では，0 歳～3 歳未満児を乳児と表記することとする． 
注 3）乳児保育 II の授業は 1 年次学生を 3 クラスに分けて授業を行っており，3 クラスとも
乳児保育 II の 14 回目の授業で質問紙を配布した． 
注 4）乳児を保育する上で必要な知識や技術に関する以外の記述，時間に余裕を持って行
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乳児の理解につながる授業を目指して

